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We have studied partic1e fluctuation in high energy mu1tipartic1e production 
processes based on the thermal three-c1uster model-simulation. 百lroughthe 
analysis of白egeneralized dimensions， the intermittent phenomena obtained at 
the CERN SPS collider is well reproduced by our model， even though， which has 


























1 ~ (πm(πm -l)...(nm -q+ 1) 
(Fq) =万三 同局 (1) 
(. . .)は平均を表し、 M は空間 ηの分割数、 nm はその空間のある範囲ムηの m 番目の微小領域
向に入った粒子数を表している。また、この式を用いて間欠性の定義がなされている:
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Dq = -=-ιτ)im_ I1n I ) ~ p弘I/ln(oη)I 






Dq = log2 [pq + (1_ p)q]l/(l-q) (5) 
pモデルとは、ある位相空間を 2つに分割して細分化していくモデルである。任意のステップ















































f (x) dx = 1 ， 
10 
1 






クラスターの質量 Mi( i = 1， 2， 3 )は、
f (Mi) rv exp [-Md (M)] (9) 
に従い、モンテカルロ法によって求める。クラスターの平均質量(M)は、
(E.宵)(n) 




EA = [(0 -El1 -E12)2一(Pl1+ PI2)2] i 、 、 ? ? ? ?????
?、
で与えられる。 El1、E'2は先頭粒子のエネルギー、 Pl1、Pl2は運動量をそれぞれ表している。も




El1 + E'2+乞Ei=Vs， (12) 
1=1 
Pl1 + Pl2 + L Pi= 0 ， (13) 
&=1 






D rv exp ( -(~~)) 
(15) 
(16) 





























はゾ三ニ 546GeVとし、 (x)= 0.60とした。クラスターの平均有効エネルギー(EA)は 14.7GeV jc 
である。平均横方向運動量(PT)は 0.32GeV jcとしたが、計算結果としては実験値(0.419 GeV jc 









一- pmodel (p=0.538) 
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orderq 
図 3:η 空間の分布における一般化された次元 Dqの次数 q依存性
図 3は Dqについて実験結果と我々のモデルの結果の次数 q依存性を示している。図の点線は
図を見やすくするために引いたものである。実験の結果に比べ我々の結果の方が、より落ち方が大
101 
きいといえるが、その振舞いは矛盾してはいなしh また、 pモデルで合わせようとする場合、 pの
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